
佐賀大学附属図書館自己点検·評価書（令和2年度）検証票

項番 評価項目 評 価 評価についてのコメント

毎年新入生に対し図書館情報誌を配布して、本館と医学分館の設備、利
用の仕方等を写真入りで案内し、図書館利用の動機付けを図っている。館

■十分よい 内には、グループ学習スペース、多目的スペースなど、自主的にミーティン

1 教育支援
口おおむね良い グをしたり、リラックスできる場所も設けられており、学生が図書館を利用し
口ある程度よい やすいように環境を整えている。選書を希望する学生を公募し、学生の目
口不十分 線で選書・購入する仕組みを導入し、就職や留学を支援する図書の整備に

も力を注いでいる。また、近年は学生が所持するタブレット端末から、学外
からでも内容にアクセスできる電子図書の整備にも努めている。

教員アンケートや電子ジャーナル等検討専門委員会での協議を経て、限ら
れた予算を有効に活用して、エルゼビアパッケージ等の電子ジャーナルを

口十分よい 購入している。また学術文献等検索データベースとしてスコーパス等とも継

2 研究支援
■ おおむね良い 続契約をし、研究支援を行っている。社会貢献にも関わるが、佐賀大学機
口ある程度よい 関リポジトリにおいて、紀要論文や博士学位論文を中心に、研究成果を公
口不十分 表する体制を整備している。機関リポジトリを通じて教員や大学院生の研

究成果を広く公表していくためには、さらに教員全体の協力や機関リポジト
リ意義についての周知を図ることが重要となる。

佐賀県内図書館横断検索サービスに参加して、市民に対して蔵書検索
サービスを実施し、市民にも大学図書館利用の機会を提供している。佐賀

■十分よい 県内の公共図書館・大学図書館の間での相互貸借規程に基づき、文献複

3 社会貢献
口おおむね良い 写、相互貸借サービスを実施している。また、毎年11月を「図書館月間」と
口ある程度よい して、講演会や貴重資料展示等を企画している（令和2年度はコロナ感染
口不十分 拡大防止のために、講演会は実施できなかった）。図書館が保管している

貴重資料をデジタルアーカイブとして公開していく企画も進展してきてい
る。

佐賀大学附属図書館規則に基づき、附属図書館、医学分館にはそれぞれ
運営委員会を設置しており、各学部から選出された教員等が委員として参

■十分よい 画し、図書館の運営方針や予算等の重要事項を審譲して決定している。附

口おおむね良い
属図書館運営委員会のもとに、選書、貴重資料・地域貢献、評価、電子

4 組織運営
口ある程度よい

ジャーナル等検討といった事項の審議を行う、4つの専門委員会を設置

口不十分
し、重要事項の検討を行っている。附属図書館職員として、本館と医学分
館合わせて22名（常勤10名・非常勤 (1日6時間勤務）12名、うち司書有資格
者12名）を擁している。各種の図書館職員研修には非常勤職員も参加でき
るようにしている。

本館の1階は明るいオープンスペースで、入口付近に多目的スペース、グ
ループ学習スペース、談話スペースが配置され、奥には最新図書・学生選

口十分よい
書、シラバス記載図書、英語学習図書や就職支援図書が配架されている

■おおむね良い コーナーがある。2階には日本十進分類法に基づいた分類番号順に一般
5 施設·設備

口ある程度よい
図書が配架されており、3階には学術雑誌が配架されている。2階、3階と
も、閲覧スペースのほか、携帯電話用ボックスが設置されている。3階には口不十分
グループ学習室5部屋が備えられ、自主的な会合に利用できるようになっ
ている。築32年だがメンテナンスは良好である。医学分館は現在リニュー

アル中で令和4年4月にオープン予定である。

佐賀大学附属図書館自己点検・評価書を毎年度まとめ、2年度に1回は外
部評価者を交えて外部評価を開催している。自己点検·評価書には、図書

口十分よい 館運営評価に必要な資料も添付されており、そこには利用者入館状況、館

6 評価手法
■おおむね良い 外貸出状況、学生へのオリエンテーション、電子ジャーナルアクセス数など
口ある程度よい の統計も含まれている。自己点検・評価は、教育支援、研究支援、社会貢
口不十分 献、組織運営、施設・設備の領域別に記載されており、わかりやすくまとめ

られている。図書館の評価に学生、教職員など利用者へのアンケート等の
手法を取り入れるとさらにいい評価になるであろう。
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